その 田舎の、 K 家と いふ 閑静な 屋敷 を 訪れて、 私 は 

四 五 年 振りで そこの 古風な 庭 を 眺める こと を沁々 と 期 

待して ゐ たが、 折 悪しく 激しい 旋風が こゝを 先途と 吹 

きまく つて 止め 度 もな く、 遥かの 野 面から 砲煙の やう 

に 襲来す る 竜巻の 津波で 目 も あけられぬ 有様だった。 

「何も この 風 は、 け ふに 限った ことで はあり はしない 

大体 冬ぢ うは 吹き通す 風 さ。 」 

と K 家の 主の 銑太郎 は、 風流 さうな 顔つき を 曝して 



伝来 この 風に 吹き まくられて ゐる 所為で、 意外に も 長 

寿 者の 数 は 近郊 随一 だよ。 それにしても 斯んな 風に 吹 

きま くられて、 九十 年 も 生き 度く はない ね ご 

K 家 は 近郊 屈指の 旧家で、 特に 広大な 蜜柑 山 を 所有 

して ゐた 裏山の 切 端に は 一 見 幾 十と も 数 知れぬ 穴 倉が 

並び、 恰度 往昔に 土蔵の 数 を もって その 家の 資産の 程 

が 推定され たと 同様に、 この あたりで は それらの 果物 

の 貯蔵庫の 数に 依って 分限の 程 を 問 はれた さう であつ 

た。 穴 倉と 称しても、 石器時代の 土穽の 趣きと は 類 を 

異にして、 ある 庫の 奥 は 十 畳の 畳 を 敷いた 広さ を 持ち、 

天井 や 壁 も 自然 木で 頑丈に 組まれ、 囲 炉裡も あり、 炊 



その 晚 のこと を 私 は、 どうも 明瞭に 思 ひ 出す ことが 

出来ぬ ので ある。 たしかに 私 は 海鼠の やうに 酔って 生 

態 もな く、 何時 どうして 運び出され たの かも 知らぬ の 

である。 あんな 立派な 部屋なら ば、 東京の アバ ー トな 

どに 住んで ゐる ことに 比べれば 雲泥の差で、 竜宮の や 

うだと 満悦した ので、 是非とも 銑 太郎を とらへ て 当分 

の 借用 を 申出ようと 思って ゐ るのに、 彼 は あの 翌朝 

早々 と 丹 沢山 中の 某所に 石斧の 採集に 赴いた とい ふ 下 

婢の 伝へ で杳 として その 行方が わからなかった。 —— - 

私の 夢で もつ くりば なしで もない の だ。 つくる くら ゐ 

ならば 今時 私 は、 斯んな 空々 しい 物語なん て 空想 もす 



て 人の 気配 もな く、 何の 入口 を 叩いて 好い の やら、 叩 

いたと ころで 返事の ある 害 もない ので あるが、 皆目 手 

が、 り もっかぬ のであった。 私 は 慾 深 爺の 顔つきで、 

今更、 斯んな 世に も 滑稽な 事件の ために 血 道 を あげて 

ゐる もの、、 私に とって は 金塊 引 上 事業 や 鉱脈 発見の 

苦心 者と 実に も 同然な ありの まゝ の惨胆 さに 相違な く、 

どうやら 旋風の 絶え 間もなく、 このま、 こんな 村で 銑 

太郎の 出現 を 待ち 呆けたならば 寒風に 吹き 殺されて 了 

ひさう だった。 —— 彼奴 は 丹 沢山から は 何時も 幾日 位 

で 帰る のかね？ と 私 は K 家の人 達に 訊ねた。 元々 風 

来 居士で あるから、 おそらく 日程 は 解らず、 この 村の 



生れの 癖に この 風が 大嫌 ひで、 どうかす ると 春 ffl の 候 

でなければ 戻らぬ こと も屢々 だ —— と 家人 は それと な 

く 私の 帰京 を 促した。 
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